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A 大学看護学部看護学科学生 299 名（2010 年度：















































じられ模索中である（臺 ,2004; 樋口 ,2002; 平松 ,2007;








看 護 論 Ⅰ 
 訪問看護概論 ～ 社会的背景と歴史、定義と理念、訪問看護の諸制度
 訪問看護対象論 ～ 対象となる個人・家族・地域
 訪問看護展開論 ～ 訪問看護の実際、チームケア、訪問看護過程（演習）、
地域ケアシステム、居宅サービス計画（演習）
 訪問看護システム論 ～ 地域医療連携、退院前共同指導
在 宅 
看 護 論 Ⅱ 


























年度は 4日間、2011 年度と2012 年度は 3日間であ
る。実習の目的・目標および実習スケジュール（2011
年度以降）は表 2 のとおりである。






















水   〃 
木 〃  （中間カンファ） 




火   〃 
水   〃 
木 〃  （最終カンファ） 
金 学内実習 報告会準備・第二回報告会・物品返却・記録物の整理・アンケート回答
実習目的 /目標およびスケジュール表 2














答数 96 名）、2011 年度：91.6％（回答数 99 名）、
2012 年度：100％（回答数 93 名）であった。
1． 訪問件数および訪問事例
現場実習期間中（6 ～ 7日）の、学生一人当たり
の訪問延べ件数は平均 13 件で、最少 6 件、最大
23 件であった。
療養者の性別は、男性が約 4 割、女性が約 6 割




















経験した看護技術（見学 n＝ 8928、実施 n＝ 7987）図 2























































































































強くそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない 無回答













平均訪問延べ件数は 13 件なので、一日平均 1 ～
2 件訪問していることになる。つまり、午前中 1 件、
午後 1 件のペースで実習していると思われる。乗越
ら（2005）の調査においても同様の結果が得られて
いた。しかし “ 訪問看護以外の実習経験 ” で「訪
問診療」や「ケアマネとの同行訪問」など、他職種
の訪問にも同行する機会があるので、スケジュール
実習に役に立ったと思う事項～授業に関すること上位 3つを選択（学生数 n＝ 288）













実習に役に立ったと思う事項～実習に関すること上位 3つを選択（学生数 n＝ 288）図 4
































































































松尾 ,2013; 乗越 ,2005）でも同様の結果だった。そ
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